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における再エネの考慮について
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2（参考）昨年度の取り組み
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一般的に同期安定性は、東北東京間連系線では連系線潮流が大きくなる昼間帯の方が、中西地域では同期
発電機並列台数が少ない夜間帯の方が不安定である。
そこで昨年度は、中西地域において、発電機台数が少ない断面が太陽光発電の影響で夜間帯から昼間帯に

シフトしていないか調査し、同期安定性の検討断面の見直しが必要ないか確認した。
その結果、昼間帯の発電機台数は減少していたが、その反面、揚水機（ポンプ）の台数が増加しており、

シミュレーションの結果、昼間帯と夜間帯の発電機内部位相角の収斂は（収束）は同程度であることがわ
かった。そのため、同期安定性の検討断面はこれまでと同様とすることとした。（夜間帯）



3現状の同期安定性・電圧安定性の検討断面

連系線 方向
運用容量算出時の検討断面 （参考）

運用容量の決定要因同期安定性 電圧安定性

東
地
域

東北東京間
東京向 月別昼間・夜間 月別昼間・夜間 同期安定性

東北向 月別昼間・夜間 月毎昼間・夜間 周波数

中
西
地
域

中部関西間 両方向 5月夜間 8月昼間 周波数

北陸関西間
関西向

5月夜間 8月昼間
同期安定性

北陸向 周波数

関西中国間
中国向 8月夜間

1月夜間
10月夜間

8月昼間
1月昼間
10月昼間

熱容量

関西向 電圧安定性

中国四国間 両方向 10月夜間 8月昼間 熱容量

中国九州間 両方向
10月夜間
1月夜間

8月昼間
1月昼間

周波数

同期安定性・電圧安定性検討時、太陽光発電は、東地域では実績から想定した値を、中西地域では下位5
日平均値（L5）を考慮している。昨今、太陽光発電が増えているなか、中西地域のL5で問題ないか検討す
る。
同期安定性・電圧安定性検討時の検討断面を見ると、中西地域では同期安定性は発電機並列台数が少ない

ため不安定である夜間帯、電圧安定性は潮流が多いため不安定である昼間帯で算出している。



4太陽光発電の影響と対応

運用容量算出時の
検討断面

再エネの影響 対応

同
期
安
定
性

5月夜間、8月夜間、
10月夜間、1月夜間

・夜間帯は太陽光の影響はない。 ・対応の必要なし。

電
圧
安
定
性

運用容量算出時の
検討断面

再エネの影響 対応（案）

8月昼間、１0月昼間、
1月昼間

・太陽光が増加すると揚水（ポンプ）が並列してい
なければ同期発電機台数は減少するため無効電力
調整力が減少し不安定要素となる可能性がある。

・太陽光が増加すると同期発電機台数が減少するが、
揚水（ポンプ）台数が増加するため影響は少ない
可能性がある。

・太陽光が増えると見かけの需要が減少するため地
内の潮流が減少し安定要素となる可能性がある。

中西地域での現状の検討断面をふまえて、太陽光発電の影響について検討した。
・同期安定性は検討断面が夜間帯のため太陽光の影響はない。
・電圧安定性は検討断面が昼間帯のため太陽光の影響の有無を確認する。
→同期発電機台数減少による無効電力調整力の減少による不安定要素と地内の潮流の減少による安定要
素の影響を確認する。

今後、関西中国間連系線を例に電圧安定性において、シミュレーションにより影響を確認する。

影響を確認したうえで
対応を検討


